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絆を深める大縄跳び

第５９回町民体育祭で小学校対
抗の大縄跳び競技が行われました。
児童は声を掛け合い、記録更新

にチャレンジしました。
回数を重ねるごとにクラスの絆が
深まっていくのを感じました。

人権啓発シリーズ㉑

あなたの当たり前が、誰かを傷つけているかも。
～同和問題について考えるための『気付き』のヒント～
　○同和問題は知っているが、自分には関係ないことだ。
　○そっとしておけば、いつかなくなる人権問題である。
　○その言葉に傷つく人がいることまでは、考えたことがない。
　○同和問題は関わりたくないこわい問題である。
　○差別的な落書きをそんなに気にしなくてもよいのでは。

同和問題と聞くと、『無関心』、『避けたい』という人がいるのは、その人の
心の中に『怖い』、『難しい』、『面倒くさい』という気持ちと、自分の持つ『偏見』
があからさまになることに対する、無意識の抵抗があるからではないでしょう
か。同和問題の解決に向けて、差別意識の解消のための取組などが必要です。
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